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なし坊ツイッター（アカウント名　nashibo_shiroi）本日開始

■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4「なし坊」が白井の魅力やイベントなどを情報発信します。

■庁舎の整備手法が決定しました………2
■市職員採用試験（初級）を実施………3
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■「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特
例給付金」の申請を受け付けています…6
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　直径12㍍のドームに星や映像
を音楽と共に映し出し、今夜の星空と宇
宙の話題を案内します。客席は86席です。
さらに、本物の星空を観望する「星を見
る会」やライブ演奏を楽しむ「星空コン
サート」を定期的に行っています。
　幼児や小・中学生向けの学習プログラ
ムも随時開催しています。

　平成6年7月に、町制施行30周年を記念に建設された「白井市文化センター」が、開館20周年を迎えました。当センターは、
文化会館・図書館・郷土資料館・プラネタリウム館からなる複合施設で、文化の創造や鑑賞、生涯学習やコミュニティー活
動の場として幅広く利用できる施設です。各館の概要と主な記念事業を紹介します。記念事業の説明は7ページにあります。
　詳細については各館に問い合わせてください。

白井市文化センターが
開館20周年を迎えました

文化会館
☎(492)1121 

◆大ホール・中ホールの愛称とロゴマークを募集
◆しろいふるさと大使ライブ　（10月18日㈯）
◆風の五重奏団《木管五重奏》　（平成27年3月1日㈰）

　大ホールは、音響
効果を重視した802席の多目的
ホールで、練習室、楽屋も完備
しています。ピアノの発表会や
講演会などのイベントに最適な
中ホールもあります。

　「資料・情報・人が
あつまる」図書館は、市民の生涯
学習の場として、約50万冊の図書
のほか、CDやDVDなどの視聴覚
資料も豊富に収集しています。
　一般、児童、ヤングアダルト
（中・高校生向け）のコーナーな
どを配置しています。

◆なつやすみスタンプラリー（7月19日㈯～ 8月31日㈰）
◆小学生が作成した「記念しおり」のプレゼント・記念し
　おりの写真展示　（7月19日㈯～）
◆企画展示「20年間のベストリーダー」
　（9月26日㈮～ 11月26日㈬）

　常設展「白井のあゆみ」
では、市の原始・古代から現代までの
歴史・文化を分野別に紹介しています。
　また、世界的な前衛書家「小川瓦木」
の作品を収蔵し、企画展を開催するほ
か、郷土史講座、体験教室などを随時
開催しています。

◆企画展「歴史をひもとく資料たち」　
　（7月26日㈯～ 10月5日㈰）
◆ギャラリートーク　（7月31日㈭・9月21日㈰）

◆プラネタリウムで星景写真を撮ろう
◆プラネタリウムの仕組みを知って動かそう

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

みんなできてネ

図書館
☎(492)1122 

郷土資料館
☎(492)1124 

プラネタリウム館
☎(492)1125 
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〜
庁
舎
整
備
基
本
設
計
〜

庁
舎
は
「
減
築
改
修
棟
4
階
＋
新
築
棟
4
階
」

で
決
定
し
ま
し
た

　
現
庁
舎
が
老
朽
化
や
耐
震
性
不
足

な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消

し
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
で

は
、
庁
舎
整
備
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
整
備
手
法
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
整

備
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
「
既
存
庁

舎
の
減
築
改
修
＋
新
築
」
と
し
、
平

成
30
年
4
月
の
全
庁
舎
の
開
庁
に
向

け
て
、
基
本
設
計
業
務
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
庁
舎
の
階
数
に
つ
い

て
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
の
代

表
、公
募
市
民
な
ど
で
組
織
す
る「
白

井
市
庁
舎
建
設
等
検
討
委
員
会
」
で

検
討
し
ま
し
た
。

　
検
討
案
と
し
て
は
「
減
築
改
修
棟

3
階
＋
新
築
棟
5
階
」
と
「
減
築
改

修
棟
4
階
＋
新
築
棟
4
階
」
の
2
つ

を
比
較
・
検
討
し
た
結
果
「
減
築
改

修
棟
4
階
＋
新
築
棟
4
階
」
で
決
定

し
ま
し
た
。

　
決
定
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
減
築
改
修
棟
の
有
効
利
用
に
よ
り

コ
ス
ト
が
縮
減
で
き
る

②
議
会
の
動
線
が
1
フ
ロ
ア
化
に
な

る
こ
と
で
利
便
性
が
向
上
す
る
と
と

も
に
安
全
が
確
保
し
や
す
い

　
市
は
こ
の
決
定
を
受
け
、
議
会
に

報
告
す
る
と
と
も
に
、
庁
舎
の
階
数

を
検
討
し
た
結
果
、
同
じ
理
由
に
よ

り
「
減
築
改
修
棟
4
階
＋
新
築
棟
4

階
」
で
最
終
決
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
設
計
は
、
庁
舎
建
設
等
検
討

委
員
会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
庁

舎
の
階
数
の
ほ
か
、
各
部
署
の
配
置

や
建
物
の
構
造
形
式
、
建
設
コ
ス
ト

の
概
算
な
ど
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
決
定
し
た
内
容
は
、
随
時
、
市
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班
　
内

線
3
3
4
1
・
2

白井市マスコットキャラクター
「なし坊ファミリー」を活用しませんか
　「なし坊ファミリー」は、梨のイ
メージキャラクターとして平成7年
に誕生し、「しろいの梨」をはじめ
とする特産品の宣伝などで、市のイ
メージアップをはかるために、活躍
しています。
　「なし坊ファミリー」のデザイン
を文房具やグッズなど、さまざまな
ものに使用できるようになりました
ので、この機会に活用してみません
か。
使用方法　商品などに「なし坊ファミリー」のデザインを使用する
場合は、『白井市マスコットキャラクター「なし坊ファミリー」使用
取扱要綱』で内容を確認し申請の上、使用してください（要綱は企
画政策課、市ホームページで確認することができます）。ただし、個
人で楽しむ範囲で使用する場合の申請は不要です。
　市の品位を傷つけるおそれがある場合や法令等に反する場合など
は使用できません。
使用料　無料
申請方法　申請書（企画政策課および市ホームページにあります）
に必要事項を記入の上、企画政策課企画政策班へ提出してください。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351・3

地区名 氏名
パークハイツ南山自治会 加藤三喜男
南山二丁目自治会 中村賢久
南山三丁目自治会 橋本具之
堀込第一自治会 津田英治
堀込第二住宅管理組合 五十嵐勝昭
堀込第三住宅自治会 酒井邦彦
堀込第四住宅管理組合 飛田毅
堀込第五団地管理組合 石田輝昭
中銀白井マンシオン自治会 三角隆
白井池の上管理組合自治会 臼井寛猛
池の上1丁目南自治会 山崎幸子
ガーデンハウス白井町会 根本研
池の上3丁目町内会 吉田守雄
桜苑弐番街自治会 北條泰之
コープシティ桜台自治会 浜崎守
ミサワホームズ千葉桜台自治会 中曽根秀弘

桜苑壱番街自治会
岩下洋子
金田裕美

桜台3丁目自治会
黒田智恵
杉山文雄

オージーコートヴィレッジ自治会 津村佳宏
ひまわり自治会 橋本健司
クレイドルガーデン西白井自治会 櫻井一美
白井小町自治会 田中学

防犯指導員を委嘱しました
　防犯指導員は、市民の安心・安全を守るために防犯パトロールや啓発活動、防犯施設の点検および地
域の皆さんからの意見・要望を警察や関係機関に伝達するなどの活動をボランティアで行っています。
　今年度委嘱した66人の防犯指導員の皆さんは、下表のとおりです。
■問　市民安全課交通防犯班　内線3321・2、印西警察署生活安全課　☎0476（42）0110

地区名 氏名
神々廻 山崎守
上長殿 武藤彰男
富ヶ谷 松丸好夫
富ヶ沢 相原三郎
復四町会 島田實
丸山自治会 楠木靖隆
白井木戸自治会 柴田民雄
千草自治会 鈴木利光
中木戸 川上宇三郎
栄 杉本光雄
冨士自治会 勝柴正美
冨士東自治会 堀寿

冨士西自治会
素田宗幸
太田政輝

白井工業団地自治会 佐瀬信
名内 秋谷健
今井 鈴木学
河原子 澁谷浩一
平塚東 秋谷正克
平塚西 坂野幸男
谷田 内藤俊夫

地区名 氏名
清水口第3住宅自治会 備家恵栄一
清水口第四住宅自治会 山本陽子
清水口3丁目自治会 能登昭博
清水口八幡自治会 桜田弘
大山口一丁目自治会 小野喜作
大山口二丁目町会 柴田邦宏
グランピア西白井団地自治会 山形秀雄

西白井一丁目自治会
峰添伸二
石塚泰代

西白井2丁目自治会

北澤雅樹
石橋康輔
宮下春代
嶋村佐和子

ライフブロード西白井自治会 横田知之
七次台四丁目自治会 今井康雄

野口自治会
石塚聡
松原康樹

笹塚3丁目自治会 中根敏夫
南山一丁目自治会 鈴木次男
グリーン南山自治会 中川原孝
アーバンエクセル白井自治会 岩崎香代子

平成26年度委嘱した防犯指導員（敬称略）

夏
の
交
通
安
全
運
動
週
間

〜
お
互
い
に

も
て
た
ら
い
い
ね 

思
い
や
り
〜

　
20
日
㈰
か
ら
31
日
㈭
ま
で
は
、

夏
の
交
通
安
全
運
動
週
間
で
す
。

　
夏
休
み
に
入
る
こ
の
時
期
は
、

子
ど
も
た
ち
や
若
者
の
気
持
ち
が

開
放
さ
れ
る
こ
と
か
ら
起
き
る
事

故
や
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
伴
う
交

通
量
の
増
加
に
よ
る
事
故
が
発
生

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　 

「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
だ
け

で
は
な
く
「
事
故
に
遭
わ
な
い
」

た
め
に
も
、
一
人
一
人
が
交
通
ル

ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　

内
線
3
3
2
1
・
2

～平和映画上映会～
「ラストゲーム  最後の早慶戦」

　平和を考える映画会です。太平洋戦争時の実話を基にしたこの
映画を見て、平和の大切さについて考えてみませんか。
日時　8月2日㈯　午後2時～（開場　午後1時30分～）
場所　文化会館大ホール
対象　一般（自由参加）
あらすじ　太平洋戦争下の1943年。野球は敵国アメリカのスポー
ツとみなされたため、風当たりが強く、当時の東京六大学野球は
解散させられ、戦局の悪化により学徒出陣も決定した。徴兵の直
前まで野球に打ち込む部員たちを守る、早稲田大学野球部の飛田
穂洲顧問のもとに、慶応義塾大学の小泉信三塾長がある提案を
持って訪れる。それは出征する学生たちへのは
なむけとして「早慶戦」を開催することだった。
しかし実現には大きな壁が立ちはだかる。
入場料　無料
■問　企画政策課男女共同参画室　内線3354・5へ

白井市役所

防犯指導員研修の様子

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

横断歩道を渡ろうね
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　市では、市のまちづくりに賛同して応援しようとする皆さんから広く
寄附金を募り、これを財源として寄附者の意向を反映した事業を展開す
ることにより、さまざまな人々の参加による魅力あるまちづくりを進め
るため、「まちづくり寄附金制度」を設けています。
　4月から6月末までに市に寄せられた寄附金の受け入れ状況を下表の
とおり公表します。
　いただいた寄附金は、寄附された皆さんのご希望に添うよう、大切に
使わせていただきます。
■問　財政課財政班内線3331・2

　市では、平成27年4月1日付けで採用する職員の採用試験を、
平成26年度印旛郡市職員採用共同試験（1次）により実施します。

試験日程　9月21日㈰　午前10時～（受け付け　午前8時30分～）
試験場所　佐倉市立佐倉中学校（佐倉市）
採用予定職種・人数　一般行政職初級　3人程度
※採用枠のうち若干名の障がい者を募集します（障がい者手帳を所持
し、介助者を必要とせず、活字印刷文の出題に対応できる人）。
対象　平成5年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた人
※試験案内・申込書は、総務課または市ホームページから入手するこ
とができます。
■申・■問　申込書に必要事項を記入の上、7月29日㈫から8月15日㈮ま
でに郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

市職員採用試験（初級等）

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度

　
こ
の
制
度
は
、
独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
・
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
が
運
営
し
て

い
る
、
中
小
企
業
が
加
入
し
や
す
い

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
に
、
新
規
加
入
や
掛
金

を
増
額
す
る
場
合
、
国
が
事
業
主
へ

掛
金
の
一
部
を
1
年
間
助
成
し
ま
す
。

　
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料
も

か
か
ら
ず
、
社
外
積
立
の
た
め
管
理

も
簡
単
で
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
制
度
に
新
規
加
入

し
た
事
業
主
へ
掛
金
の
一
部
を
、
2

年
間
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部
　
☎
0
3
（
6
9
0
7
）
1
2
3

4
、
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班
　
内

線
3
2
4
2

自
衛
官
募
集
相
談
員
を

委
嘱

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
官

を
地
域
の
中
か
ら
募
集
し
た
り
、
入

隊
希
望
者
を
発
掘
し
た
り
、
入
隊
に

関
す
る
広
報
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
6
月
19
日
に
自
衛
官
募

集
相
談
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
28
年
5
月
31
日
ま

で
の
2
年
間
で
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
（
敬
称
略
）

大
塚
修

問
　
総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1
2

「まちづくり寄附金」受け入れ状況（受け付け順・敬称略）
寄附者 住所 寄附者が使い道を指定した事業 寄附金額

シルバー冨士
グランドゴルフ部 市内 高齢者及び障害者の福祉の向

上に関する事業 6,000円

よしだ動物病院
（院長 吉田高嗣） 市内 教育の充実に関する事業 30,000円

匿名 ―

①防犯対策及び交通安全の推
進に関する事業、②高齢者及
び障害者の福祉の向上に関す
る事業、③教育の充実に関す
る事業、④指定無し

①10,000円
②20,000円
③10,000円
④10,000円

白井あすなろ
ライオンズクラブ ― 教育の充実に関する事業 30,000円

船橋カントリークラブ
（理事長 鮫島恒男）
㈱船橋カントリー倶楽部
（代表取締役 小倉義雄）

市内 高齢者及び障害者の福祉の向
上に関する事業 1,500,000円

4月から6月までの合計 1,616,000円
※船橋カントリークラブ・㈱船橋カントリー倶楽部からは、「まちづくり寄
附金」と一緒に、市社会福祉協議会に対しても936,950円の寄附をいただき
ました。

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　
販
売
店
に
中
古
自
動
車
を
見
に

行
き
、
気
に
入
っ
た
車
が
あ
っ
た
の

で
、
す
ぐ
に
注
文
書
に
名
前
を
書
い

た
。

　
し
か
し
、
帰
宅
後
、
家
族
に
反
対

さ
れ
た
た
め
、
販
売
店
に
契
約
の
解

除
を
し
た
い
と
申
し
出
た
。
す
る
と

販
売
店
か
ら
「
解
約
は
で
き
る
が
、

解
約
料
が
か
か
る
」
と
言
わ
れ
た
。

　
ま
だ
車
の
引
き
渡
し
も
受
け
て
い

な
い
の
に
解
約
料
が
必
要
で
あ
る
こ

と
に
納
得
で
き
な
い
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

A
　
中
古
自
動
車
の
契
約
成
立
の
時

期
は
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
次
の
内
容
は
販
売
店
が

「
日
本
中
古
自
動
車
販
売
協
会
連
合

会
」
に
加
盟
し
て
い
る
店
舗
の
場
合

で
す
。

【
現
金
で
支
払
う
契
約
の
場
合
】

　
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
早
い
日

で
契
約
が
成
立
す
る
。

①
自
動
車
の
買
い
主
へ
の
登
録
手
続

き
が
な
さ
れ
た
日

②
買
い
主
の
依
頼
に
よ
る
自
動
車
の
修

理
、
改
造
な
ど
整
備
に
着
手
し
た
日

中
古
自
動
車
の
契
約
解
除

③
車
の
引
き
渡
し
を
受
け
た
日

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
支
払
う
契
約
の
場

合
】

●
契
約
書
に
定
め
ら
れ
た
日

　
ど
の
よ
う
な
書
類
に
署
名
し
た
の

か
、
支
払
い
方
法
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
に
よ
っ
て
、
契
約
が
成
立
し

て
い
る
の
か
、
成
立
し
て
い
な
い
の

か
が
変
わ
り
ま
す
。

　
今
回
の
相
談
は
、
販
売
店
が
日
本

中
古
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
に
加

盟
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
普
通
の

売
買
契
約
と
な
り
「
売
り
た
い
」
と

い
う
販
売
店
の
意
思
と
、「
買
い
た

い
」
と
い
う
相
談
者
の
意
思
が
合
致

し
て
い
る
の
で
、
既
に
契
約
が
成
立

し
て
い
ま
す
。

　
契
約
書
に
解
約
料
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
支
払
い
を
免

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
理

由
も
分
か
ら
な
い
高
額
な
解
約
料
に

つ
い
て
は
、
販
売
店
に
説
明
を
求
め

ま
し
ょ
う
。

　
自
動
車
は
高
価
な
商
品
で
す
。
購

入
す
る
と
き
は
、
慎
重
に
考
え
て
か

ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

180

ふ
る
さ
と
産
品
認
定
審

査
会
委
員
募
集

　
市
で
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
や
製
造
・
加
工
さ
れ
た
製
品
な

ど
郷
土
を
象
徴
す
る
特
産
品
を
「
ふ

る
さ
と
産
品
」
に
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
産
品
の
認
定
・
推
奨
・

育
成
を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
産
品
認
定
審
査
会
」
の
市
民

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
5
年
以
上
在
住
し
て

い
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
平
日
に
開

催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人
　
2

人※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

任
期
　
委
嘱
日
よ
り
2
年
間

※
審
査
会
は
、
年
2
回
程
度
の
開
催

予
定
で
す
。

報
償

　
会
議
1
回

　
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
応
募
用
紙
（
商
工

振
興
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
31
日
㈭
ま
で
に
郵
送

（
消
印
有
効
）
か
直
接
商
工
振
興
課

商
工
振
興
班
　
内
線
3
2
4
1
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
6
月
20
日
か
ら
27
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
ナ
ス
、
イ
ン
ゲ
ン
、
茎
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

シ
ソ
、
ト
マ
ト
、
ク
ウ
シ
ン
サ
イ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」

を
実
施

　
9
月
か
ら
11
月
ま
で
、
平
成
26
年

全
国
消
費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
調
査
は
、
家
計
の
実
態
を
所

得
、
消
費
、
資
産
の
3
面
か
ら
バ
ラ

ン
ス
よ
く
、
総
合
的
に
と
ら
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の

で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
が
行
う
各
種
経
済
・
社
会

施
策
な
ど
の
企
画
・
立
案
の
際
の
重

要
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
す
べ
て
の

世
帯
か
ら
統
計
的
な
方
法
に
基
づ
い

て
選
定
さ
れ
た
2
人
以
上
の
世
帯
と

単
身
世
帯
に
お
い
て
、
主
に
家
計
簿

を
つ
け
て
も
ら
う
調
査
と
な
り
ま
す
。

　
実
態
調
査
を
行
う
準
備
段
階
と
し

て
、
ま
ず
調
査
地
域
の
世
帯
確
認
を

行
い
ま
す
。

　
7
月
中
に
「
調
査
員
証
」
を
携
行

し
た
統
計
調
査
員
が
、
調
査
地
域
に

住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
自
宅
に
伺
い
、

世
帯
主
の
氏
名
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま

す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
最
終
的
に
は
、
調
査
地
域
か
ら
24

世
帯
を
抽
出
し
、
全
国
消
費
実
態
調

査
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
地
域
　
清
水
口
の
一
部
、
西
白

井
の
一
部

※
調
査
内
容
は
法
律
に
よ
り
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
　
企
画
政
策
課
情
報
管
理
班

　
内

線
3
3
5
8
・
9

◆
陸
・
海
・
空
「
自
衛
官
募
集
」

　
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
、

航
空
学
生
を
8
月
1
日
か
ら
募
集
し

ま
す
。

　
試
験
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
受
験
資
格
】

一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

　

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
で
、
18
歳

私達と一緒に働きませんか

委嘱を受けた大塚さん（中央）

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

～善意ありがとうございます～

「まちづくり寄附金」の受け入れ状況を公表します

以
上
〜
27
歳
未
満

航
空
学
生
　
平
成
27
年
4
月
1
日
現

在
で
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
以

上
〜
21
歳
未
満

受
付
期
間

　
8
月
1
日
㈮
〜
9
月
9

日
㈫

問
　
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部

柏
募
集
案
内
所

　
☎
0
4
（
7
1

6
3
）
6
8
8
4
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市
の
ご
み
総
量
は
、
人
口
の
増

加
と
と
も
に
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
市
に
お
け
る
家

庭
ご
み
の
総
量
は
、
約
1
万
1
、

4
0
0
ト
ン
で
し
た
。

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
何
が

で
き
る
か
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

の
中
で
、
実
践
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

◆
「
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
に
挑
戦

　
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
大
変
な

こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
家

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
量

1
年
間
だ
と
ど
の
く
ら
い
？

庭
で
で
き
る
「
ご
み
減
量
」
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
左
表
の
例
を

参
考
に
「
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
達
成
し

た
項
目
に
「
○
」
を
付
け
て
み
ま

し
ょ
う
。「
○
」
の
数
が
多
い
ほ

ど
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
成
功
し
て

い
ま
す
。

　
よ
り
良
い
地
球
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
も
、
ご
み
の
減
量
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
5

③

「ごみダイエットに挑戦」チェック表
1 買い物の時は、買い物袋を持参し、レジ袋をもらわない
2 過剰包装や不要な包装は断る
3 紙類、布類、ペットボトル、ビン、カンは資源物として出す
4 簡易包装の商品を選ぶようにする
5 無用な買い過ぎはしない
6 料理などの食べ残し、作り過ぎをしない
7 可燃物・不燃物を正しく分別する
8 生ごみを出すときは、水を切ってから出す
9 詰め替え商品を利用する
10 要らなくなった布などは、雑巾などに再利用する
11 壊れたものも、修理して使う
12 不用品は、必要としている人へ譲る
13 環境問題に取り組んでいるお店を利用する
14 生ごみ堆肥化容器などにより、生ごみの堆肥化を行う
15 リサイクル品を積極的に購入・使用する

○の合計（10個以上を目指しましょう）

　
各
地
域
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
夏
祭
り
の
日
程
や
場
所
な
ど
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
家
族
や
友
人
な

ど
を
誘
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
会
場
へ
は
徒
歩
、
自
転
車
な
ど
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班
　
内
線
3
1
5
2
・
3

　
地
域
住
民
の
心
の
触
れ

合
い
と
連
携
を
深
め
る
夏

祭
り
は
、
地
域
に
住
ん
で

い
る
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫

と
努
力
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
出
か
け
よ
う
　
夏
祭
り

夏祭り情報
日程 名称 場所・開始時間 問い合わせ 雨天対応

7月

19日㈯

桜苑弐番街夏祭り納涼
大会

桜苑弐番街団地中庭
（14:30 ～）

管理事務所
☎（491）6028

雨天決行

西白井ふれあい夏祭り
富塚公園前市所有地
（15:00 ～）

田中
☎（497）1229

小雨決行。荒天の場
合は20日㈰に延期

26日㈯
七次台三丁目自治会・
野口自治会共催夏祭り

野口台児童公園
（17:00 ～）

松山
☎（492）6384

七次台三丁目自治会
東集会所で実施

26日 ㈯・27日
㈰

栄区夏祭り盆踊り大会
冨士栄八幡神社開拓
広場
（18:30 ～）

二宮
☎（444）8521

26日㈯が雨天の場合
は、27日㈰のみ。両
日雨天の場合は28日
㈪に順延

8月

1日（金）
白井工業団地自治会納
涼盆踊り大会（仮装大
会）

公民センター駐車場
（18:00 ～）

丹野
☎（497）0829

公民センター内で実
施

2日㈯

冨士地区合同夏祭り
冨士中学校予定地
（18:00 ～）

太田
☎（444）5580

小雨決行

七次台自治会地域親睦
納涼大会

七次台児童公園
（17:00 ～）

中村
☎（491）7527

七次台会館で実施

清水口地区夏まつり納
涼大会

七次第一公園
芝生広場
（17:00 ～）

飯塚
☎（491）3596

清水口小学校体育館
で実施

2日㈯・3日㈰ 白井駅地区合同夏祭り
白井駅前南側広場
（16:00 ～）

飛田
☎（491）3994

2日㈯が雨天の場合
は、3日㈰のみ。両
日雨天の場合は中止

9日㈯
大山口小学校区合同夏
まつり

大山口小学校校庭
（13:30 ～）

大山口住宅管理
組合事務所
☎（491）9743

大山口小学校体育館
で実施

23日㈯
白井夏祭り納涼盆踊り
大会

白井市役所駐車場
（17:00 ～）

文化課
☎（492）1123

24日㈰に延期

白
井
で
楽
し
む
今
年
の
夏

～印西地区消防組合からのお知らせ～
　イベント会場などでの防火対策が

8月1日から強化されます
　昨年、他県のイベント会場で火災事故が発生し、けがをした人などが多く出たこ
とは記憶に新しいことと思います。
　印西地区消防組合では、祭礼や縁日、花火大会、展示会など、多くの人が集まる
イベント会場での防火対策を強化するため「火災予防条例」を改正し、8月1日から
施行します。
　この条例の改正により、イベント会場でコンロなど火災発生のおそれのある器具
を使用する者は、必ず消火器を準備し、事前にイベント会場を所管する消防署への
届出が必要となります。
　規模の大きなイベントの主催者は、防火担当者の選任と火災予防上必要な業務に
関する計画書を作成し、所管する消防署への提出が必要となります。なお、計画書
が未提出の場合、罰則（30万円以下の罰金）が科されます。
　条例の施行は8月1日からとなりますが、経過措置がありますので、詳細について
は問い合わせてください。
■問　印西地区消防組合消防本部予防課指導調査係　☎0476（46）9971

消
防
操
法
大
会

　
消
防
操
法
と
は
、
消
火
の
際
の
基

本
的
な
機
械
器
具
操
作
や
動
作
の
手

順
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練
で
あ
り
、

「
ポ
ン
プ
車
操
法
」
と
「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
操
法
は
、
訓
練
の
成
果
を
競

う
大
会
が
全
国
規
模
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
会
で
は
、
簡
易
防
火
水
槽
や
火

点
の
位
置
、
操
作
員
の
台
詞
や
動
作

な
ど
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
お
り
、

設
置
さ
れ
た
簡
易
防
火
水
槽
か
ら
給

水
し
、
火
災
現
場
を
想
定
し
た
火
点

と
呼
ば
れ
る
的
に
目
掛
け
放
水
し
火

点
を
倒
す
方
法
で
、
ポ
ン
プ
や
ホ
ー

ス
の
操
作
な
ど
、
迅
速
性
・
確
実
性
・

安
全
性
を
競
い
ま
す
。

　
6
月
29
日
に
四
街
道
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第
34
回
公
益
財
団
法
人
千
葉

県
消
防
協
会
印
旛
支
部
消
防
操
法
大

会
」
に
、
白
井
市
消
防
団
第
2
分
団

の
木
部
が
、
市
の
代
表
と
し
て
小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班
　
内

線
3
3
2
3

夏祭りに出かけませんか

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

第2分団木部の皆さんと指導員、本部役員
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国
民
年
金
保
険
料

　

学
生
納
付
特
例
制
度

　
20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

学
生
の
場
合
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
） 

、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
就
業
年
限
1
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
な
ど

で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計

国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
を
郵

送
し
ま
す

　
現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
有
効
期

限
は
、
7
月
31
日
㈭
で
す
。

　
8
月
1
日
㈮
か
ら
使
用
す
る
保
険

証
は
、
7
月
19
日
㈯
か
ら
31
日
㈭
ま

で
に
、
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
し
ま

す
（
一
部
を
除
く
）。

　
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
記
載
内
容
に

間
違
い
が
な
い
か
、
ま
た
国
保
分
は
、

世
帯
の
加
入
人
数
分
の
保
険
証
が
届

い
て
い
る
か
を
確
認
し
、
間
違
い
が

あ
る
場
合
は
、
保
険
年
金
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

8
月
1
日
㈮
以
降
に
保
険
年
金
課
か

各
セ
ン
タ
ー
へ
返
却
す
る
か
、
細
か

く
切
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
し
て
い
る
70
歳
以
上

の
皆
さ
ん
へ

　
70
歳
以
上
の
人
の
医
療
機
関
窓
口

で
の
負
担
割
合
は
、
昭
和
19
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
1
割
、
昭

和
19
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
人

保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

歩道改良工事のお知らせ
　堀込地区で、歩道の段差部分をバリアフリー化する工事
を行います。
　工事は昼間（午前9時～午後5時）に行います。
　工事中は交通誘導員を配置します。
期間　7月中旬～ 9月中旬
場所　下図の■部分
■問　道路課建設班　内線3213

白
井
郵
便
局

白井駅

マンション

←西白井

池
の
上
↓

↑
笹
塚

マンション

【
印
西
地
区
環
境
整
備

事
業
組
合
】

　
次
期
中
間
処
理
施
設
の
候
補
地
選

定
に
関
す
る
周
辺
住
民
意
見
交
換
会

（
全
体
意
見
交
換
会
）
を
開
催
し
ま

す
。

※
次
期
施
設
に
関
す
る
こ
と
は
、
印

西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

対
象
　
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
に

在
住
し
て
い
る
人

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
用
地
検
討

委
員
会
事
務
局
　
☎
0
4
7
6
（
4

6
）
2
7
3
4

夏休みこども環境学習
～地球環境の今と将来を学ぶ～

　市では、白井環境ネットワークの会との共催で、茨城県にある「国立環境
研究所」と「筑波宇宙センター」の、見学・体験学習会を実施します。
日程　8月7日㈭
集合時間・場所　午前8時20分・市役所玄関前
※解散は午後5時の予定です。
対象　小学4年生～中学生　20人（申し込み順）
持ち物　筆記用具、弁当、飲み物、帽子、傘
参加費　500円（資料代・保険代含む）
※参加費は当日徴収します。
■申　7月25日㈮までに電話で環境課環境保全班
内線3276・7へ
■問　白井環境ネットワークの会　秋井　☎090（8
033）5570

見 本
国民健康保険被保険者証の見本

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

は
2
割
と
な
り
、
現
役
並
み
所
得
者

は
3
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
負
担
割
合
は
、
毎
年
8
月
1

日
を
基
準
日
と
し
て
判
定
さ
れ
ま
す
。

　
負
担
割
合
は
、
保
険
証
の
右
下
に

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
「
現
役
並
み
所
得
者
」
と
は
、
平

成
26
年
度
市
民
税
の
課
税
所
得
が
、

1
4
5
万
円
以
上
で
あ
る
70
歳
以
上

の
人
お
よ
び
同
一
世
帯
で
同
一
保
険

制
度
に
加
入
す
る
70
歳
以
上
の
人
で

す
。

◆
申
請
を
忘
れ
ず
に

　
現
役
並
み
所
得
者
で
、
医
療
機
関

窓
口
で
の
負
担
割
合
が
3
割
の
人
で

も
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
と
、
窓
口
で
の
負
担
割
合

が
1
割
ま
た
は
2
割
負
担
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
を
記
入
の

上
、
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
国
保
加
入
者
の
場
合
】

①
世
帯
内
に
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
1
人
の
み
で
、
年
収
が
3
8
3

万
円
未
満
の
場
合

②
世
帯
内
に
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
複
数
人
お
り
、
そ
の
合
計
年
収

が
5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

③
世
帯
内
に
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
1
人
の
み
で
、
①
に
該
当
し
な

い
場
合
で
、
申
請
者
と
同
じ
世
帯
で

元
国
保
加
入
者
で
あ
っ
た
後
期
高
齢

者
医
療
加
入
者
と
の
合
計
年
収
が

5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

【
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の
場
合
】

①
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
が
1
人
の
み
で
、
年
収
が
3
8
3

万
円
未
満
の
場
合

②
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
が
複
数
人
お
り
、
そ
の
合
計
年
収

が
5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

③
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
が
１
人
の
み
で
、
①
に
該
当
し
な

い
場
合
で
、
申
請
者
と
同
じ
世
帯
に

い
る
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
と
の
合
計

年
収
が
5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
を

持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
と
は
、
高
額
な
医
療
費
が
か

か
る
場
合
に
、
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
額
が
所
得
に
応
じ
た
限
度
額
ま

で
に
抑
え
ら
れ
る
も
の
で
、
現
在
発

行
し
て
い
る
認
定
証
の
有
効
期
限
は

7
月
31
日
㈭
で
す
。

【
国
保
加
入
者
の
場
合
】

　
8
月
1
日
㈮
以
降
も
引
き
続
き
必

要
な
人
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
現
在
持
っ
て
い
る
認
定

証
と
印
鑑
、
保
険
証
を
持
参
の
上
、

保
険
年
金
課
で
更
新
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の
場
合
】

　
平
成
25
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
26

年
7
月
31
日
ま
で
に
認
定
を
受
け
た

人
の
う
ち
、
平
成
26
年
8
月
1
日
以

降
も
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

場
合
は
、
更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
更
新
し
た
認
定
証
を
保
険
証
に
同

封
し
て
送
付
し
ま
す
。

　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

で
、
新
た
に
認
定
証
が
必
要
な
場
合

は
、
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

保
険
年
金
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。国

民
健
康
保
険
の
加
入

や
脱
退
の
手
続
き
を
忘

れ
ず
に

　
新
た
に
会
社
な
ど
の
社
会
保
険
な

ど
に
加
入
し
た
時
や
、
今
ま
で
入
っ

て
い
た
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
時
は
、

14
日
以
内
に
加
入
ま
た
は
脱
退
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　
住
所
や
氏
名
、
世
帯
主
な
ど
が
変

わ
っ
た
時
な
ど
も
、
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
勤
務
先
を
退
職
し
た
後
の
健
康
保

険
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
に
継
続
し
て
加
入
す
る
方
法

（
任
意
継
続
）
と
国
保
に
加
入
す
る

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
任
意
継
続
の
手
続
き
は
期
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
勤

務
先
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班
　
内

線
　
3
1
7
5 

・
3
1
8
0 

・
3
1

8
1

算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】

1
1
8
万
+
（
扶
養
親
族
等
の
数

×
38
万
円
）

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
と
な
り

ま
す
。
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度

も
在
学
の
予
定
で
あ
る
場
合
、
4

月
上
旬
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学

生
納
付
特
例
制
度
を
希
望
す
る
場

合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
年
度
に
学
生
納
付
特

例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の

納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
年
金
手

帳
を
用
意
の
上
、
日
本
年
金
機
構

船
橋
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
　
日
本
年
金
機
構
船
橋
年
金
事

務
所

　
☎
0
4
7
（
4
2
4
）
8

8
1
1
、
保
険
年
金
課
保
険
年
金

班
　
内
線
3
1
7
4
・
9
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白井聖仁会病院　　玄
げん

 東
とうきち

吉医師
●先生の担当を教えてください
　胃腸・肝臓・胆のう・膵

すい

臓などの消
化器外科がもともとの専門ですが、外
科を全般的に診ています。特に、長年
の経験と実績から乳がんの治療に力を
入れていて、若い人から高齢の人まで
幅広く、手術・化学療法から緩和ケア
まで集約した治療を行っています。
　日本は欧米に比べ乳がん検診の受診
率が少なく、進行してから治療を受け
る人が多いのが気になっています。
●医師を目指したきっかけは何ですか
　中学生で進路を考えるときに、自分の好きなものを考えてみたところ、
小さい頃から動物が好きで、動物が病気になったときにも熱心に看病して
いたのを思い出しました。
　獣医になりたいと思ったのですが、担任の先生に「医師に向いていると
思う」と言われたことがきっかけで、医師を目指しました。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください
　休みは、日曜大工をしたり、野菜や花などの世話をしたりすることが息
抜きになっています。一日中「庭いじり」をした後に飲むビールは格別です。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　患者さんは「病院」という非日常的な場所に来るためにエネルギーを使っ
て、緊張して来院しています。必ず相手の気持ちに立って、いつもフレッ
シュな気持ちで診察するように心がけています。
　完治が難しい病気の場合でも、手術で生活の質を上げることができる場
合もあります。
　患者さんや家族と一緒に考えて、患者さんに合わせたベストな治療を心
がけています。

白井聖仁会病院　池の上1－15－1　☎（491）3111

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

玄東吉医師

風
し
ん
の
抗
体
検
査
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　
こ
の
事
業
は
、
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
の
発
生
防
止
の
た
め
に
風
し
ん

抗
体
検
査
を
実
施
し
、
必
要
な
者
を

予
防
接
種
の
実
施
へ
と
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
県
が
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　
平
成
27
年
3
月
31
日
㈫
ま
で
、
県

が
委
託
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て
、

風
し
ん
抗
体
検
査
を
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
全

て
を
満
た
す
人

①
千
葉
県
内
に
居
住
し
て
い
る

②
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性

※
19
歳
以
下
で
未
婚
の
人
は
、
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

③
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
な
い

④
過
去
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い

⑤
過
去
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と

が
な
い

申
　
直
接
、
検
査
を
希
望
す
る
医
療

機
関
に
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い

る
医
療
機
関
は
、
千
葉
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

印
旛
郡
大
会
結
果
発
表

　「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
印
旛
郡

大
会
」
が
6
月
5
日
に
成
田
市
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
部
」
で
は

根
在
住
の
金
井
洋
さ
ん
、
陽
輝
さ
ん

親
子
が
、「
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
部
」

で
は
大
松
在
住
の
田
村
駿
仁
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班

　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

柏
レ
イ
ソ
ル
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
福
祉
事
業
向
上
に
寄
与
す
る
目
的

で
柏
レ
イ
ソ
ル
選
手
会
か
ら
「
柏
レ

イ
ソ
ル
対
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
戦
」
の

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
観
戦
希
望
の
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

試
合
日
時
　
8
月
16
日
㈯
　
午
後
7

時
〜

場
所
　
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
（
柏
市
）

対
象

　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
子
と
そ
の
保
護
者

　
12
席
（
申
し

込
み
順
）

※
子
ど
も
2
人
、
保
護
者
1
人
の
場

合
は
3
席
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
児
童
家
庭
課
児
童

家
庭
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」に
おける振り込め詐

さ ぎ

欺や個人情報の詐欺にご注意を！

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
際
し
、

低
所
得
者
お
よ
び
子
育
て
世
帯
へ

の
配
慮
と
し
て
給
付
す
る
「
臨
時

福
祉
給
付
金
」
ま
た
は
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
申
請

は
、
9
月
30
日
㈫
ま
で
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
つ
の
給
付
金
の
申
請
書
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
思
わ
れ
る
人
や

世
帯
な
ど
へ
既
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
か
、
各
給
付
金
担
当

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

●
申
請
書
の
送
付
に
つ
い
て

　
扶
養
の
状
況
な
ど
に
よ
り
対
象

者
の
把
握
が
困
難
な
た
め
、
支
給

対
象
と
思
わ
れ
る
非
課
税
世
帯
等

へ
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

対
象
者
全
て
の
人
に
申
請
書
が
送

付
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
自
身
が
該
当
と
思
わ
れ
る
人
は
、

社
会
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
に
あ
た
り

　
申
請
書
に
は
、
本
人
確
認
書
類

の
写
し
お
よ
び
口
座
番
号
等
が
わ

か
る
通
帳
な
ど
の
写
し
の
添
付
が

必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

加
算
措
置
に
該
当
す
る
一
部
の
人

に
つ
い
て
も
加
算
措
置
の
種
類
に

応
じ
た
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
請
書
裏
面
や
申
請
書
の
記

入
例
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る

こ
と
　
社
会
福
祉
課
厚
生
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
2

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に

関
す
る
こ
と
　
児
童
家
庭
課
児
童

家
庭
班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　給付金の申請内容に不明な点があった場合は、市から内容確認の問い合わせ
を行うことがありますが、ATM（現金自動預払機）の操作をお願いしたり、給
付金を支給するためにその手数料を請求したりすることは絶対にありません。
　もし不審な電話がかかってきたら、すぐに市や印西警察署　☎0476（42）
0110まで連絡をしてください。

丈
夫
な
骨
づ
く
り
　

　
　
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
食
事
や

運
動
に
つ
い
て
の
講
話
と
、
超
音

波
骨
密
度
測
定
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
女
性
に
多
く
、

特
に
閉
経
後
は
急
激
に
骨
密
度
が

減
少
す
る
た
め
骨
折
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の

骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因
と
も
な

る
た
め
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

は
大
切
で
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
自
分
の
骨
密

度
を
知
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
場
所
　
8
月
5
日
㈫
・
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
8
月
6
日
㈬
・

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
8
月
9

日
㈯
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
・
時
間
　
①
コ
ー
ス
・
午

前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
②

コ
ー
ス
・
午
前
10
時
45
分
〜
11
時

45
分

※
受
け
付
け
は
、
各
コ
ー
ス
15
分

前
か
ら
開
始
し
ま
す
。

対
象

　
20
歳
以
上
で
現
在
骨
粗

し
ょ
う
症
の
治
療
を
受
け
て
い
な

い
女
性
各
コ
ー
ス

　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
持
っ
て
い

る
人
は
健
康
フ
ァ
イ
ル

参
加
費
　
無
料

※
骨
密
度
の
測
定
は
、
は
だ
し
で

行
い
ま
す
の
で
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

な
ど
の
着
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
す
る
日
程
、
希

望
コ
ー
ス
を
、
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

k
en

k
ou
@
city
.sh
iroi.ch

ib
a.

jp

へ

マタニティカフェ
　ゆったりとハーブティーを飲みながら、気軽に楽しく妊娠・出
産について学んでみませんか。
　「ベビーサロン『いっぽいっぽ』」との交流タイムもあるので、
出産予定日の近い妊婦さんだけでなく先輩ママとも話ができます。
日時　8月6日㈬　午前10時～正午（受け付け　午前9時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月まで
の妊婦とその家族　25人（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
保育　あり（要事前申し込み）
持ち物　母子手帳、筆記用具
参加費　100円（「ヘルシーおやつ」およびハーブティー代）
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495へ

ベビーサロン「いっぽいっぽ」
　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族が、気軽におしゃべ
りできる場です。子育て仲間の輪を広げませんか。
　親子の触れ合い遊びの紹介もあります。
※事前の予約は不要です。
日時　8月6日㈬　午前10時30分～正午（受け付
け　午前10時15分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495へ

マタニティカフェの様子

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
　

親
子
星
空
ラ
イ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト

　
軽
快
な
演
奏
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
「
ｙ
ｕ
ｍ
ｉ
♪
ｍ
ａ
ｋ
ｉ
」
に
よ

る
、
親
子
で
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
思
わ
ず
ダ
ン
ス
し
た
く
な
る
よ

う
な
曲
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

日
時

　
27
日
㈰

　
①
午
前
11
時
〜
11

時
50
分
、
②
午
後
1
時
30
分
〜
2
時

20
分

場
所
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

定
員
　
各
回
86
人
（
先
着
順
）

チ
ケ
ッ
ト
代
　
1
人
3
0
0
円
（
乳

幼
児
が
座
席
を
必
要
と
す
る
場
合
も

料
金
が
掛
か
り
ま
す
）

※
各
回
、
開
始
時
間
の
1
時
間
前
か

ら
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

問
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
　
☎
（
4

9
2
）
1
1
2
5

白
井
市
文
化
財
講
演
会

文
化
財
保
存
の
初
歩
　

―
劣
化
の
原
因
と
対
策
―

　
指
定
文
化
財
に
限
ら
ず
、
掛
け
軸

な
ど
の
美
術
工
芸
品
を
持
つ
人
は
多

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文

化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
の
石

﨑
武
志
副
所
長
を
講
師
に
む
か
え
、

誰
で
も
で
き
る
美
術
工
芸
品
の
保
存

対
策
を
、
劣
化
の
原
因
を
ふ
ま
え
て

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
8
月
2
日
㈯
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
20
分

場
所
　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
一
般
　
80
人
（
当
日
受
け
付

け
）

入
場
料
　
無
料

問
　
文
化
課
文
化
班

　
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

白井梨マラソン大会
種目 部門 スタート 参加費

2㌔㍍
親子ペア（小学1～ 3年生男女）

9:30
2,000円

小学4～ 6年生男子
1,000円

小学4～ 6年生女子

5㌔㍍
一般男子

39歳以下

9:50

3,500円

40歳以上

一般女子
39歳以下
40歳以上

10㌔㍍

一般男子
29歳以下

10:35

30歳以上49歳以下
50歳以上

一般女子
29歳以下

30歳以上44歳以下
45歳以上

3㌔㍍
中学生男子

10:45 1,000円
中学生女子

　
秋
風
の
中
、
自
然
の
恵
み
を
感

じ
な
が
ら
、
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
会
日
時
　
10
月
5
日
㈰

場
所
　
白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

種
目
・
部
門
・
ス
タ
ー
ト
時
間
・

参
加
費
　
左
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　
1
、0
0
0
人（
申
し
込
み
順
）

※
市
外
参
加
者
を
含
め
た
定
員
は

3
、
0
0
0
人
で
す
。

申
　
①
返
信
用
封
筒
に
住
所
、
氏

名
、
申
込
書
希
望
枚
数
を
記
入
の

上
、
切
手
（
申
込
書
希
望
枚
数
1

部
の
場
合
は
82
円
、
2
・
3
部
は

92
円
、
4
〜
6
部
は
1
4
0
円
）

を
貼
っ
て
郵
送
で
〒
1
5
2
―

8
5
3
2

　
東
京
都
目
黒
区
原
町

1
―
31
―
9

　
白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン

大
会
・
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
0
3
（
3
7
1
4
）
7
9
2
4

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
）
へ

②
届
い
た
申
込
書
兼
振
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
7
月
22

日
㈫
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
か
郵
便
局
で
手
続
き

※
振
り
込
み
手
数
料
が
別
に
1
3

0
円
掛
か
り
ま
す
。

　
一
般
申
し
込
み
は
7
月
28
日
㈪

か
ら
8
月
1
日
㈮
ま
で
ラ
ン
ネ
ッ

ト

 h
ttp
://ru

n
n
et.jp

で

受
け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）。
申

し
込
み
に
あ
た
り
、
エ
ン
ト
リ
ー

手
数
料
が
別
途
掛
か
り
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班
　
内
線
3
4
3
5

市
内
優
先
申
し
込
み
ス
タ
ー
ト

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
8
月
22
日
㈮
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
参
加
者
募
集

　
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

で
は
地
域
の
行
事
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
主
に
小
学
生
に
対
し
、

ゲ
ー
ム
や
野
外
活
動
の
指
導
を
す
る

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

必
要
な
こ
と
を
勉
強
す
る
と
と
も
に
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
と
の
出
会
い
を
通

し
て
、
互
い
に
学
び
あ
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

※
日
程
・
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
5
・

6
年
生
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費
　
6
、
5
0
0
円
（
保
険
代
・

材
料
費
ほ
か
）

※
1
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
の
宿
泊
研

修
は
、
外
部
団
体
の
研
修
に
参
加
し

ま
す（
参
加
費
が
別
途
掛
か
り
ま
す
）。

申
・
問

　
は
が
き
に
、
参
加
者
の
氏

名
、
住
所
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護

者
氏
名
を
記
入
の
上
、
8
月
1
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
3
へ

ジュニアリーダー養成講座
日程 内容

8月24日㈰ 開講式ほか
9月28日㈰ 安全教育と野外活動
11月2日㈰・
3日㈷

宿泊研修
（手賀の丘少年自然の家）

1月24日㈯・
25日㈰

宿泊研修
（東金青年の家）

2月22日㈰ 閉講式と学習発表会

市スポーツ推進委員が
表彰されました

　6月13・14日に群馬
県総合スポーツセン
ターで行われた「平
成26年度関東スポー
ツ推進委員研究大会
群馬大会」において、
これまで長年にわた
る市民の健康増進の
ためのスポーツの普及・振興に尽力し
たことが認められ、市スポーツ推進委
員の石﨑忠和さんが「関東スポーツ推
進委員協議会表彰」を受けました。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内
線3434

表彰された石﨑さん

昨年の梨マラソンの様子

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

文化会館 ☎（492）1121

大ホール・中ホールの愛称とロゴマークを募集します
　皆さんに永く愛され、親しみやすい「大ホール」「中ホール」の愛称
と文化会館の「ロゴマーク」を募集します。
　応募方法など詳細については、直接問い合わせるか、市ホームページ
で確認してください。
応募期限　8月15日㈮　午後5時まで（郵送の場合は当日消印有効）
応募資格　市内在住・在勤・在学者（応募は1人各1点限り）

図書館 ☎（492）1122

なつやすみスタンプラリー
　市内在住の小学生を対象に開催します。本人の
利用カードを持って、図書館で3回以上本などを
借りた人に「読書手帳」をプレゼントします。

小学生が作成した「記念しおり」のプレゼント
しおりの写真展示

　市内の小学3年生が作成した「しおり」のプレゼ
ントと「しおり」の写真を展示します。
配布・展示期間　7月19日㈯～

※なつやすみスタンプラリーは、7月19日㈯から
8月31日㈰（開館日の午前9時30分から午後5時
まで）で、「読書手帳」が無くなり次第終了とな
ります。

企画展示「20年間のベストリーダー」
　白井の図書館で多く読まれた本を展示します。
期間　9月26日㈮～ 11月26日㈬

郷土資料館 ☎（492）1124

 企画展「歴史をひもとく資料たち」
【展示】
　市の歴史を考える上で、重要な指定文化財を中心とした資料をはじ
め、普段は写真などで紹介している館外所蔵資料を多く展示します。
展示期間　7月26日㈯～ 10月5日㈰
【ギャラリートーク】
　展示室で学芸員による展示解説を行います。
日程　7月31日㈭、9月21日㈰
時間　午前10時～ 11時15分
※このほか、9月に企画展関連講演会、市内文化財特別公開、文化財巡
り（しろい社寺めぐり）を予定しています。詳細は決まり次第お知ら
せします。

プラネタリウム館 ☎（492）1125

プラネタリウムの仕組みを知って動かそう
　普段見ることができないプラネタリウムの裏側を紹介し、実際に操作
の体験をすることができます。（詳細については問い合わせ）

プラネタリウムで星
せいけい

景写真を撮ろう
　プラネタリウムドーム内で、星を星座絵・風景・投影機と一緒に撮影
する講座を行います。
日時　8月30日、11月29日、1月10日（各土曜日）　午後4時10分～午後5
時30分
対象　一般　各日10人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　「バルブ機能」が付いている一眼レフカメラ、三脚
※「星空撮影モード」機能が付いているコンパクトデジタルカメラでも可。
参加費　1人500円（資料代など）
■申　往復はがきに参加希望日、住所、氏名、電話番号を記入の上、8月
1日㈮から15日㈮（必着）までに、〒270-1422　白井市復1148－8　プラ
ネタリウム館へ

※「しろいふるさと大使ライブ」「風の五重奏（木管五重奏）」の詳細は
決まり次第お知らせします。

読書手帳

手作りのしおり

四州真景図「釜原」



子

ど

も

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

公  
作
っ
て
み
よ
う

「
ソ
ー
プ
・
カ
ー
ビ
ン
グ
」

　　
小
学
3
年
生
以
上
は
彫
刻
刀
を
使

っ
て
「
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
」
を
、
2
年
生

以
下
は
型
抜
き
を
使
っ
て
「
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
」
を
作
ろ
う
。

日
時
　
23
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

対
象
　
年
中
〜
小
学
生
　
10
人
（
申

し
込
み
順
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
学
1
・
2
年

生
で
保
護
者
が
同
伴
す
る
場
合
は
、

「
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
」
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

講
師
　
カ
ー
ビ
ン
グ
講
師
　
山
本
幸

子
さ
ん

持
ち
物

　
布
巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
19
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

公  

こ
け
だ
ま
教
室
「
涼

し
さ
を
呼
ぶ
水
辺
の
こ

け
だ
ま
」

　
土
い
じ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
癒

や
し
の
こ
け
だ
ま
を
作
っ
て
、
部
屋

に
飾
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

対
象

　
小
学
3
年
生
〜
一
般

　
15
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン
、
持

ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
19
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

必
ず
役
立
つ
介
護
に

つ
い
て
の
豆
知
識

　
介
護
福
祉
士
が
「
介
護
保
険
っ
て

何
？
」
か
ら
上
手
な
活
用
法
ま
で
、

詳
し
く
、
易
し
く
、
分
か
り
や
す
く

伝
え
、
個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
介
護
福
祉
士

　
小
林
文
恵
さ
ん

申
　
23
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

ピ
ラ
テ
ィ
ス
体
験
教
室

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
体
幹
を
鍛
え
て
、

キ
レ
イ
な
姿
勢
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん

か
。

　
美
容
な
ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
8
月
5
日
㈫
　
午
前
9
時
30

分
〜
10
時
30
分

対
象

　
一
般

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー

　
皆
川
さ
と
み
さ
ん

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費

　
2
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
　
8
月
2
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

富
士
講

　
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
と

し
て
の
側
面
が
評
価
さ
れ
、
昨
年

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
が
、
富
士
山
信
仰
と
関
わ

る
も
の
に
富
士
講
が
あ
り
ま
す
。

市
内
に
分
布
す
る
浅せ

ん
げ
ん間
神
社
や
富

士
塚
か
ら
、
白
井
で
も
広
く
信
仰

さ
れ
て
い
た
歴
史
が
分
か
り
ま
す
。

　「
講
」
と
は
、
あ
る
信
仰
に
基

づ
き
結
成
さ
れ
た
集
団
や
そ
の
活

動
を
意
味
し
ま
す
。
富
士
講
は
浅

間
講
と
も
呼
ば
れ
、
広
く
捉
え
れ

ば
富
士
山
を
神
（
浅
間
大
神
な
ど
）

と
仰
ぐ
講
で
す
。
し
か
し
厳
密
に

言
う
な
ら
開
祖
を
長
谷
川
角

か
く
ぎ
ょ
う
行
と

し
、
そ
の
六
世
弟
子
の
食

じ
き
ぎ
ょ
う行身み
禄ろ

く

の
教
え
を
信
仰
す
る
も
の
で
す
。

　
身
禄
は
富
士
山
で
修
行
を
重
ね

て
悟
り
を
開
き
、
庶
民
救
済
の
た

め
、
享
保
18
年
（
1
7
3
3
）
に

富
士
山
烏え
ぼ
し
帽
子
岩
に
お
い
て
断
食
・

土ど
ち
ゅ
う
に
ゅ
う
じ
ょ
う

中
入
定
し
て
即
身
成
仏
を
遂
げ

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
身
禄
の
名

声
を
高
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
弟
子
た

ち
が
身
禄
の
教
え
を
伝
え
る
講
を

興
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
総
称
し

て
富
士
講
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
先
駆
け
は
、
高
田
藤
四
郎
が
元

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

文
元
年
（
1
7
3
6
）
に
興
し
た

「
身
禄
同
行
講
」
と
言
わ
れ
て
お

り
、
藤
四
郎
は
富
士
塚
を
考
案
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
富
士
塚
は
富
士
山
の
ひ
な
型
と

し
て
造
ら
れ
た
人
工
の
山
で
、
簡

単
に
は
富
士
山
に
行
け
な
か
っ
た

当
時
、
富
士
塚
に
登
る
こ
と
で
富

士
山
に
登
っ
た
の
と
同
じ
ご
利
益

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で

す
。
塚
上
に
浅
間
神
社
が
一
般
的

に
あ
る
の
で
、
浅
間
塚
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
講
の
開
始
や
富
士
塚
の

築
造
時
期
が
分
か
る
例
と
し
て
、

中
木
戸
の
浅
間
神
社
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）
に
講
を

開
き
、
富
士
塚
を
築
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
富
士
塚
の
典
型
的
形
態

を
示
す
例
と
し
て
、
名
内
の
浅
間

様
が
あ
り
ま
す
。
塚
裾
に
文
政
11

年
（
1
8
2
8
）
の
「
小こ

み御
嶽た

け

石

尊
大
権
現
」
銘
の
神
碑
、
頂
上
に

は
「
浅
間
大
菩ぼ

薩さ
つ
」
銘
の
石

い
し
ぼ
こ
ら
祠
が

あ
り
ま
す
。
神
碑
は
富
士
山
五
合

目
の
小
御
嶽
神
社
に
見
立
て
た
も

の
で
、
登
山
の
際
に
必
ず
立
ち
寄

る
神
社
で
し
た
。
富
士
山
五
合
目

は
森
林
限
界
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り

上
に
は
湧
水
が
な
く
、
岩
場
や
急

斜
面
ば
か
り
で
登
山
が
難
し
く
な

る
た
め
、
安
全
祈
願
を
図
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
富
士
山
と
同
様
に

こ
の
浅
間
様
で
も
毎
年
７
月
１
日

に
山
開
き
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

 ①「陶芸にチャレンジ」
　絵付けをして、オリジナルの「スープ皿」を作ろう。

日時　8月2日㈯　午前10時
～正午
対象　3歳～小学6年生　15
人（申し込み順）
※小学2年生以下は保護者
が同伴してください。

講師　陶芸クラブ倫土　新井正次代表
参加費　1,500円（材料費）

②「ポテトチップス研究所」
　「おかしってどうやって作っているのかな？」と
思ったことはありませんか。みんなが大好きな「お
かしの秘密」を調べてみよう。
日時　8月5日㈫　午前10時～ 11時
対象　小学1～ 3年生　15人（申し込み順）
講師　カルビー㈱食育チーム「おやつ隊」の皆さん
持ち物　筆記用具

③「パソコンの中をのぞいてみよう」
　パソコンを分解し、部品が何にリサイクルされて
いるのかを学びます。身近なパソコンを使って、環
境問題を考えてみよう。
日時　8月27日㈬　午前10時30
分～正午
対象　小学3年～中学生　15人
（申し込み順）
講師　富士通㈱　環境出前授業
スタッフ
持ち物　筆記用具
■申　①は7月22日㈫、②と③は7月25日㈮までに電話
か直接桜台センターへ

スープ皿

西  

子
ど
も
将
棋
教
室

　
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
登
録
制
の
教
室

で
す
。
み
ん
な
で
将
棋
を
楽
し
も
う
。

日
時
　
7
月
26
日
㈯
か
ら
8
月
24
日

㈰
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
（
全
10

回
）　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師
　
白
井
将
棋
愛
好
会
の
皆
さ
ん

申
　
電
話
か
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー
へ

名内の浅間様（市内最大の富士塚）

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

白  
化
学
で
あ
そ
ぼ
う
〜

酸
性
？
ア
ル
カ
リ
性
？
〜

　
実
験
を
通
し
て
、
液
体
の
性
質
を

知
ろ
う
。

日
時
　
8
月
2
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
4
年
生
以
上
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
金
属
製
か
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
ろ
し
器

申
　
7
月
16
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら

電
話
か
直
接
白
井
児
童
館
へ

オーナメント（左）とハリネズミ

西  

レ
ッ
ツ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
親
子
で
ピ
ザ
風
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
を

作
ろ
う
。

日
時

　
8
月
3
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
12

組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
タ
オ
ル
2
枚
、
上
履
き
、
飲

み
物

参
加
費
　
1
組
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
27
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
へ駅

ド
リ
ー
ム
・
パ
ス

ポ
ー
ト

　
保
育
園
や
幼
稚
園
の
先
生
を
目
指

し
て
い
る
人
、
乳
幼
児
と
の
触
れ
合

い
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
①
8
月
5
日
㈫
・
午
後
3
時

〜
4
時
、
6
日
㈬
・
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時
　
②
8
月
19
日
㈫
・
午

後
3
時
〜
4
時
、
20
日
㈬
・
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
1
時

対
象
　
中
学
・
高
校
生
　
各
回
5
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
上
履
き
、
筆

記
用
具

申
　
8
月
1
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福   

理
系
ナ
ビ
「
D
N
A

検
出
体
験
講
座
」

　
野
菜
と
大
豆
か
ら
「
D
N
A
」
を

抽
出
し
て
み
よ
う
。

　
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
に
ピ
ッ
タ
リ

な
講
座
で
す
。

日
時
　
8
月
14
日
㈭
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
中
学
・
高
校
生

　
15
人
（
申

し
込
み
順
）

講
師

　
N
P
O
法
人
く
ら
し
と
バ
イ

オ
プ
ラ
ザ
21
　
佐
々
義
子
常
務
理
事

持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ

申
　
8
月
4
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ピザ風フォカッチャ

  桜   

みんなで楽しい水遊び♪

 白   プール開放

日時　28日㈪・30日㈬・31日㈭　午前
10時30分～ 11時30分（雨天中止）
対象　乳幼児とその保護者　各日10組
（申し込み順）
持ち物　水着（水遊び用紙パンツでも可）、
タオル、飲み物、着替え
■申　24日㈭までに電話か直接公民セン
ターへ

公   プール～水遊び～

日時　23日㈬～ 25日㈮　午前10時～ 11
時30分（雨天中止）
対象　乳幼児とその保護者（自由参加）
持ち物　水着（水遊び用紙パンツでも可）、
タオル、つばがある帽子、サンダル、飲
み物、着替え
※プールに入る前に検温などの健康観察
を行います。
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高

齢

者

シ   
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
31
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

西  
親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

　
触
れ
合
い
遊
び
を
通
し
て
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
保

護
者
だ
け
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
17
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者

講
師
　
元
植
草
弁
天
保
育
園
園
長

村
松
憲
子
さ
ん

参
加
費
　
1
0
0
円
（
茶
菓
代
ほ
か
）

公  

み
ん
な
で
水
遊
び
を

し
に
行
こ
う

　
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
手
賀
の
丘

公
園
「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
」
で
遊
び

ま
し
ょ
う
。

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
柳
建
太
郎
「
ガ
ラ
ス
工
芸
展
」

　
遊
び
心
い
っ
ぱ
い
の
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
繊
細
な
作
品

を
作
る
奇
才
の
工
芸
展
で
す
。

日
時
　
17
日
㈭
〜
22
日
㈫
　
午
前
10

時
〜
午
後
6
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所
　
す
ず
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩さ

い
び美

（
白
井
木
戸
公
園
前
）

問
　
す
ず
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩
美
☎

（
4
0
2
）
4
3
0
2

◆
ミ
ニ
手
賀
沼
を
生
き
物
た
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
！

　
ミ
ニ
手
賀
沼
に
い
る
水
生
動
物
を

調
べ
、
水
草
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
20
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

（
雨
天
中
止
）　
集
合
場
所
　
千
葉

県
手
賀
沼
親
水
広
場
　
水
の
館
正
面

玄
関
前
（
我
孫
子
市
）　
対
象
　
白

井
市
を
含
む
手
賀
沼
流
域
市
在
住
一

般
　
50
人
（
先
着
順
）

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
帽
子
、
飲
み
物
、
着
替
え
、

履
き
替
え
用
の
靴
、
タ
オ
ル
　
参
加

費
　
無
料

問
　
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
☎

0
4
3
（
2
2
3
）
3
8
2
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
成
田
市
中
央
公
民
館
　
対
象

一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
動
物

愛
護
事
業
・
親
子
体
験
教
室

　
富
里
市
に
あ
る
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
で
各
種
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
各
事
業
の
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
の
し
つ
け
方
教
室

【
基
礎
講
座
】　
日
時
　
7
月
30
日
㈬
、

8
月
20
日
㈬
　
午
後
1
時
〜
2
時
30

分
　
参
加
費
　
無
料

【
実
技
講
座
】　
日
時
　
7
月
31
日
㈭
、

8
月
21
日
㈭
　
午
前
9
時
30
分
〜
11

時
30
分
　
参
加
費
　
1
回
3
、
0
0
0

円
（
資
料
代
ほ
か
）

②
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス

　
子
犬
の
育
て
方
や
し
つ
け
方
法
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程

　
7
月
26
日
㈯
、
8
月
23
日
㈯
、

9
月
27
日
㈯

　
参
加
費

　
無
料

※
時
間
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

③
一
般
譲
渡
会
（
予
約
不
要
）

　
犬
や
猫
を
譲
渡
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
24
日
㈭
、
8
月
28
日
㈭
、

9
月
25
日
㈭
　
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
　
参
加
費
　
無
料

④
飼
い
主
さ
が
し
の
会

　
犬
や
猫
を
探
し
て
い
る
人
や
譲
渡

し
た
い
飼
い
主
と
の
出
会
い
の
場
で

す
。

日
程
　
7
月
13
日
㈰
、
8
月
10
日
㈰
、

9
月
7
日
㈰
　
時
間
　
犬
や
猫
を
探

し
て
い
る
人
　
午
前
9
時
30
分
〜
11

時
、
犬
や
猫
を
譲
渡
し
た
い
人
　
午

前
10
時
〜
11
時
　
参
加
費
　
無
料

⑤
親
子
体
験
教
室

　
親
子
で
犬
の
し
つ
け
方
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
体
験
教
室
で
す
。

日
時
　
8
月
6
日
㈬
・
7
日
㈭
・
13

日
㈬
・
14
日
㈭

　
対
象

　
小
学
4
か

ら
6
年
生
ま
で
と
そ
の
保
護
者

　
各

日
5
組
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

無
料

※
時
間
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
保
護
者
の
送
迎
が
可
能
な
場

合
は
、
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
で
き

ま
す
。

申
・
問

　
①
・
②
・
④
は
随
時
、
⑤

は
8
月
1
日
㈮
か
ら
各
開
催
日
の
前

日
ま
で
に
電
話
で
千
葉
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7
6
（
9
3
）
5

7
1
1
へ

◆
シ
ニ
ア
の
2
部
合
唱
サ
ー
ク
ル

「
コ
ー
ラ
ス 

ア
ム
ー
ル
」
会
員
募
集

　
懐
か
し
い
歌
に
出
会
え
た
時
、
そ

れ
は
心
が
と
き
め
き
ま
す
。

　
譜
面
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
合
唱
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
　
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
　
場
所

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
60

歳
以
上
　
月
会
費
　
3
、
0
0
0
円

問
　
原
☎
（
4
9
1
）
4
6
8
1

◆
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
東
京
電
機
大
学
（
印
西
市
）
で
は
、

毎
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
留
学
生

5
人
（
男
性
）
を
受
け
入
れ
ま
す
。

英
語
を
話
せ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

期
間

　
9
月
5
日
㈮
〜
12
月
19
日
㈮

の
4
カ
月
間
（
2
カ
月
間
も
可
）　

対
象

　
異
文
化
理
解
と
国
際
交
流
に

関
心
が
あ
り
、
大
学
へ
徒
歩
か
自
転

車
通
学
が
可
能
、
ま
た
は
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
原
則
20
分
以
内
の

地
区
で
、
1
室
と
1
日
2
食
の
提
供

が
可
能
な
家
庭
　
謝
礼
　
月
7
万
円

申
・
問

　
7
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部
事

務
部
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
4
1
1

1
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

へ

◆
習
志
野
駐
屯
地
夏
ま
つ
り

　
お
化
け
屋
敷
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、

相
撲
、
夏
の
夜
空
を
彩
る
打
ち
上
げ

花
火
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
駐

車
場
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
8
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
　
午

前
11
時
〜
午
後
9
時
　
場
所
　
陸
上

自
衛
隊
習
志
野
駐
屯
地
（
船
橋
市
）

※
花
火
は
、
2
日
の
午
後
7
時
40
分

か
ら
（
荒
天
時
は
3
日
に
延
期
）
開

始
し
ま
す
。
ま
た
2
日
に
実
施
し
た

場
合
は
、
3
日
の
終
了
時
間
が
午
後

8
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
　
習
志
野
駐
屯
地
広
報
班
☎
0
4

7
（
4
6
6
）
2
1
4
1

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
級
・
中
級
者
講

習
会

　
気
軽
に
参
加
で
き
る
講
習
会
で
す
。

日
時
　
8
月
17
日
㈰
　
午
前
9
時
〜

（
受
け
付
け
　
午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所

　
池
の
上
小
学
校
体
育
館

　
対

象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
生
以
上

　
参
加
費

　
小
学
生
1
0

0
円
、中
学
生
以
上
3
0
0
円（
シ
ャ

ト
ル
代
ほ
か
）　
持
ち
物

　
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
ラ
ケ
ッ
ト

を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
申
込
時
に

そ
の
旨
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

申
・
問

　
8
月
15
日
㈮
ま
で
に
氏
名
、

住
所
、
年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス

で
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市

清
水
口
2
―
1
―
11
―
1

　
白
井
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
　
佐
藤
☎
・

（
4
9
2
）
9
3
0
3
へ

◆
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
「
児
童
の

た
め
の
科
学
・
理
科
教
室
2
0
1
4
」

　「
光
の
不
思
議
を
体
験
」
を
テ
ー

マ
に
、
光
に
関
す
る
実
験
と
キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
万
華
鏡
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
8
月
21
日
㈭

　
午
後
2
時
〜

4
時
30
分
　
場
所
　
東
京
電
機
大
学

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
印
西
市
）　
対
象

　
小
学
4
年
〜

中
学
生

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
保
護
者
は
1
人
ま
で
同
伴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

申
　
7
月
22
日
㈫
か
ら
8
月
4
日
㈪

ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ

ー
ム 

h
ttp
://w

w
w
.so
e
.

den
dai.ac.jp/k

y
om
u
/ev
e

n
t/k
ag
ak
u
/

へ

問
　
東
京
電
機
大
学
工
学
部
・
未
来

科
学
部
事
務
部
・ 

 k
odom

o-ji

k
k
en
@
jim
.den
dai.ac.jp

◆
働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

　
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
が
済
ん
で
い
る
人
を
対
象
と

し
た
無
料
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
講
習
と
も
応
募
者
多
数
の
場
合

は
選
考
に
な
り
ま
す
。
後
日
、
個
別

面
接
相
談
ま
た
は
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
を
行
い
ま
す
。

　
講
座
修
了
者
は
受
講
後
に
開
催
す

る
合
同
面
接
会
も
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

①
保
育
補
助
要
員
養
成
講
習

講
習
番
号

　
22
　
日
時

　
9
月
11
日

㈭
か
ら
22
日
㈪
ま
で
の
う
ち
の
8
日

間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分
　
場
所

　
ニ
チ
イ
学
館
柏
校

　
定

員
　
20
人

②
保
育
補
助
要
員
養
成
講
習

講
習
番
号

　
23
　
日
時

　
9
月
1
日

㈪
か
ら
10
日
㈬
ま
で
の
う
ち
の
7
日

間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分
　
場
所
　
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
　
定
員
　
15
人

③
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
養
成
講
習

講
習
番
号
　
30
　
日
時
　
9
月
5
日

㈮
か
ら
22
日
㈪
ま
で
の
う
ち
の
9
日

間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
場
所

柏
の
葉
公
園
セ
ン
タ
ー
（
柏
市
）　

定
員
　
30
人

④
技
能
職
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

講
習
番
号
　
48
　
日
時
　
8
月
28
日

㈭
か
ら
9
月
8
日
㈪
ま
で
の
う
ち
の

8
日
間
　
午
前
9
時
45
分
〜
午
後
5

時
　
場
所

　
白
井
市
高
齢
者
就
労
指

導
セ
ン
タ
ー

　
定
員

　
15
人

日
時
　
29
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所
　
手
賀
の
丘
公
園
「
ど
ん

ぐ
り
の
家
」
の
前
（
柏
市
）　

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
10

組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
水
着
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

着
替
え

申
　
24
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

白  
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ

　
絵
の
具
を
机
の
上
に
手
で
伸
ば
し

た
り
、
大
き
な
紙
に
絵
を
描
い
た
り
、

全
身
を
使
っ
て
「
感
触
あ
そ
び
」
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
8
月
6
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
雨
天
時
は
7
日
㈭

に
延
期
）

対
象
　
2
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
汚
れ
て
も
い
い
服
（
上
・

下
）、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
サ
ン
ダ
ル
、

飲
み
物
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
着
替
え

子

育

て

申
　
7
月
16
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら

31
日
㈭
の
午
後
5
時
ま
で
に
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

駅  

チ
ビ
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　「
め
く
っ
て
絵
合
わ
せ
」
を
作
っ

た
後
、
触
れ
合
い
遊
び
を
し
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
8
月
6
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
1
歳
か
ら
未
就
園
児
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

　
15
組
（
申
し
込

み
順
）　

参
加
費

　
1
0
0
円
（
材
料
費
、
持

ち
帰
り
の
菓
子
代
）

申
　
8
月
1
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

子育ての情報交換をしませんか

申
・
問

　
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
8
月
11
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
〒
2
6
0

―
0
0
1
3

　
千
葉
市
中
央
区
中
央

3
―
9
―
16
　
公
益
社
団
法
人
千
葉

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
5
1
1
2
・

0
4
3
（
2
2
7
）
5
1
9
7
へ

2014.7.159



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2014.7.15 10み ん な の ひ ろ ば

　市内を中心に活動する、中学生硬式野
球チーム「白井中央ボーイズ」の皆さんが、
千葉県予選で優勝し県代表として、8月2日
㈯から6日㈬までの5日間、大阪で開催され
る「第45回全国選手権大会」（主催：日本少
年野球連盟BOYS LEAGUE）に出場します。
　当チームは平成23年に創部され、現在部
員は43人（市内では、菅井紀

き み や す

美靖さん（南
山中）、中嶋勇

ゆう き

貴さん、酒井翔
しょうた

太さん、酒
井優

ゆう た

太さん（白井中）、桑子浩
ひろ き

紀さん（大
山口中）の5人が在籍）で、水・金曜日の放課後や土・日曜日の時間を利用して練習に
励んでいます。
　代表の橋本さんは「今年のスローガンは、“夢のままで終わらせない　夢を叶える
2014”としました。全国大会出場の夢を創部4年目で達成することができました。試合
では普段の力を出し切り、自分たちの野球をやりたいです」と話していました。
　試合の日程は、「白井中央ボーイズ」のホームページで確認できます。
Shttp://sports.geocities.jp/hashi830/

　市内の少年野球チーム「清水口
ファイターズ」に所属し、けやき
台に在住の芳樹里亜さん（小6）が、
千葉県予選で優勝し、今年2回目
を迎える女子学童野球の全国大会
「NPBガールズトーナメント」（主
催：全日本野球連盟、日本野球機構
（NPB））に千葉県代表「千葉なのは
なガールズ」の選手として選ばれ出
場します。

　大会は、8月11日㈪に東京ドームでの開会式の後、16日㈯までの6日間行われます。
樹里亜さんは、6歳から兄の影響で野球を始め、右投げ右打ちのファースト、妹の恵里
奈さん（小3）も6歳から野球をしています。出場に際し樹里亜さんは「全国大会で打っ
て優勝したい」とはりきっていました。お母さんは「少年野球チームに所属していま
すがメンバーが少なく、これを機会に多くの人に野球に興味を持ってほしい。そして、
大勢の人に応援をしてほしいです」と話していました。
　試合の日程は、「NPB」のホームページで確認できます。
Shttp://www.npb.or.jp/girls/　

た
め
、
定
期
的
に
白
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
冨
士
地
区
に
あ

る
当
会
本
部
で
「
み
そ
づ
く
り
」

や
「
酵
素
づ
く
り
」
の
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の

特
産
で
あ
る
梨
を
発
酵
さ
せ
た

「
梨
蜜
づ
く
り
」
や
「
生
酵
素
づ

く
り
」
の
講
習
会
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

②
長
野
県
佐
久
市
の
農
地
を
使
い
、

高
齢
者
と
若
者
が
一
緒
に
な
っ
て

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
た
肥
料
を
使

用
し
た
野
菜
作
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

③
「
白
井
産
業
ま
つ
り
」
や
「
市

民
活
動
ま
つ
り
」
そ
の
他
市
内
の

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
梨
を

有
機
農
法
の
普
及
と

有
機
栽
培
農
産
物
を

提
供

　
私
た
ち
「
み
ど
り
と
大
地
の

会
」
は
、
生
ご
み
を
「
バ
イ
オ
」

の
力
で
分
解
、
堆
肥
化
し
、
そ
の

堆
肥
を
使
っ
て
栽
培
さ
れ
た
「
有

機
栽
培
農
産
物
」
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
消
費
者
が
安
心
し
て
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
広
く
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

平
成
16
年
10
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
会
員
数
は
17
人
で
「
地

球
環
境
」
や
「
生
態
系
」
を
テ
ー

マ
に
、
人
々
の
健
康
を
考
え
た
食

生
活
を
提
唱
し
た
り
、
医
食
同
源

を
基
本
と
し
た
日
常
生
活
の
中
で
、

「
生
活
習
慣
病
を
改
善
・
予
防
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
機
農

法
を
多
く
の
人
に
紹
介
す
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
普

及
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
主
な
活

動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
健
康
な
食
生
活
を
大
切
に
す
る

④
当
会
は
白
井
市
を
本
部
と
し
て
、

東
京
都
、
長
野
県
、
埼
玉
県
、
神

奈
川
県
、
福
岡
県
に
支
部
が
あ
り
、

健
康
食
品
づ
く
り
や
研
究
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
当
会
の
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
の
あ
る
人
は
い
つ
で

も
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
会

員
は
随
時
募
集
し
て
お
り
、
年

会
費
は
5
千
円
で
す
。
詳
し
く

は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp
:w
w
w
.

h
a
n
a
k
o
h
-n
e
t.jp
/0
4
4
/

m
idoritodaich

i.h
tm
l

連
絡
先
　
小
林
☎
（
4
4
5
）

8
8
5
6

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班

　
内
線
3
1
5
1

使
っ
て
作
っ
た「
梨
み
そ
」や「
ト

ウ
ガ
ラ
シ
み
そ
」「
ニ
ン
ニ
ク
み

そ
」
な
ど
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

会
・
全
国
バ
イ
オ
研
究
会
に
も
参

加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑳

特
定
非
営
利
活
動
法
人

み
ど
り
と
大
地
の
会

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
短
夜
や
人
の
心
の
解
け
ぬ
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

地
　
夏
木
立
縁
切
り
寺
の
薄
茶
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井

　
　
増
子
桂
子

人
　
藷
植
え
て
親
睦
の
輪
の
広
が
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口
　
　
斉
藤
裕
子

【
選
評
】　
天
　
こ
の
句
は
17
字
と
言
う
少
な
い
文
字
で
人
の
世

の
機き

び微
を
現
わ
し
て
い
る
。
短
夜
を
語
り
明
か
し
て
も
な
お
解

け
ぬ
人
の
心
で
あ
っ
た
。
短
夜
が
大
変
に
利
い
て
い
る
。

地
　
こ
の
寺
は
北
鎌
倉
の
東と

う
け
い
じ

慶
寺
と
思
う
。
夏
木
立
に
埋
も
れ

た
寺
で
の
一
服
。
縁
切
寺
の
今
昔
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
様
々
な

女
性
の
生
涯
に
感か

ん
が
い慨
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
人

　
何
か
の
イ
ベ
ン

ト
ら
し
い
賑
や
か
な
人
声
も
聞
え
そ
う
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
句

材
は
自
然
の
み
で
な
く
、
人
事
も
ま
た
良
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
や
う
や
く
に
書
架
整
理
終
へ
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

池
の
面
に
一
枝
は
り
出
す
花
石
榴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
片
野
美
耶
子

粽
結
ふ
三
角
形
の
ふ
っ
く
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
齋
藤
順
子

一
望
の
利
根
の
植
田
に
光
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

白
靴
の
紐
引
き
締
め
て
朝
礼
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
純
子

村
中
を
映
す
代
田
の
水
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

青
空
を
渡
る
列
車
や
水
は
朱
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
横
山
久
雅
子

電
柱
の
陰
に
身
を
よ
せ
信
号
の

変
わ
る
を
待
て
り
暑
き
日
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

【
選
評
】
街
頭
嘱
目
詠
。
樹
木
の
陰
で
な
く
電
柱
の
陰
と
い
う

の
が
い
い
。
暑
い
日
の
午
後
の
日
陰
に
身
を
隠
し
た
い
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

庭
石
を
覆
ひ
咲
き
た
る
鉄
線
の

む
ら
さ
き
深
く
梅
雨
晴
に
映
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

ベ
ラ
ン
ダ
に
今
年
も
植
え
た
に
が
う
り
の

花
発
見
と
夫
の
大
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
黒
添
水
無
月     

横
浜
は
友
の
い
た
町
好
き
な
町

訪
え
ば
異
国
の
風
が
吹
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込   

　
　
名
越
た
て
み

う
ち
つ
け
に
降
る
雨
な
れ
ど
葉
桜
の

木
蔭
を
歩
み
少
し
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台

　
　
藤
原
澄
子

「カキーン」　樹里亜さん打ちました！　

がんばれ！女子野球！！　芳
よし

 樹
じ ゅ り あ

里亜さんが
「NPBガールズトーナメント」全国大会に出場

夢を叶
かな

えた！　白井中央ボーイズ　
「中学野球選手権大会全国大会」に出場！！

白井中央ボーイズの皆さん

みんなで応援しましょう
白井の選手が全国大会に出場します

農作業の様子


